
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長   武内 亮 

この４月に、小金井市立小金井第二中学校より本校に第２０代校長として着任いたしました、武内 亮（たけうち 

まこと）と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

田無市(現在の西東京市)に生まれ育ちました。大学時代は、出身の中学校のバスケットボール部の外部指導

員として中学生とかかわりながら、中学校教員を目指して勉強しておりました。 

最近のニュースからは信じられないかもしれませんが、私の大学卒業時は教員の採用が大変少なかった時代

のため、採用試験でご縁のあった、北海道オホーツクエリア（→小笠原と同様に世界自然遺産として登録されて

いる知床半島があります）で教員としての勤務を開始しました。冬の流氷に閉ざされた海、初任者研修での氷像

作成のチームビルディングなどは未だによく覚えています。 

その後、東京都の採用試験を受けなおし、都立の特別支援学校の教員としてあきる野市、中学校社会科の教

員として小平市・調布市・練馬区、さらに副校長として、小金井市に勤務しておりました。 

 

旅が好きな私は国内にある世界遺産も自然遺産・歴史遺産ともかなりの数、足を運びました。国内の自然遺産

で訪れていないのは…と思っていたところに今回の辞令を拝命し、驚くと同時に僥倖にめぐりあえたことに感謝の

念でいっぱいです。 

昨年の夏に沖縄の八重山諸島を訪れる機会がありました。西表島から羽田空港への帰路の飛行機が東京地

方の台風襲来により欠航し、数泊延泊をしなければならなくなったことを機会に、日帰りでしたが日本の最西端と

なる与那国島を訪れることを急遽決め、家族で訪問しました。 

東京から 1900km 離れた人口 1,700 人ほどの島を訪れ、海底地形の遊覧・与那国馬の放飼された牧場、ヨ

ナグニサン(日本最大の蛾～現地ではアヤミハビルと呼ぶようです)の展示館等を観光で訪れました。楽しい時間

を過ごす一方で、日本最西端の地から海を見ると台湾や中国とを隔てる海にたくさん通過する大型船が見えたり、

駐屯地が置かれていたりと、国境を意識する場面もありました。 

 

与那国島には日に数便の航空便に加え、週に２便のフェリーによる物資の輸送が行われていました。６日に１便

の船でしかたどり着くことのできない小笠原諸島に、与那国島より多くの方々が働き生活をしていらっしゃることは、

島の生活や国土・自然を保全するために、いかに多くの方々の力が必要なのかを実感するところです。 

学校も日常の活動を維持していくにはたくさんの方の力が必要であり、充実した教育活動が成立するにはその

力を集めていかなければなりません。教員と児童・生徒だけで形作られるのではないことを私は副校長になったと

きに今まで以上に強く実感しました。 

中学校生活は心も身体も大きく成長する義務教育の最後の三年間となります。様々なことに興味を示し、失敗

を恐れず可能性を信じてチャレンジして欲しいと思っています。私は、校長として、生徒の活動をしっかりと見つめ、

教職員ともども、たとえ生徒のチャレンジが失敗したとしてもそれを支えていきたいと考えております。ぜひご家庭・

地域の皆様にも本校生徒の様々な挑戦を見守り励ましていただけますと幸いです。 

また、生徒とともに教職員も、心も体も健康でいきいきと活動できる環境を目指します。そして、教育活動を通じ

て村民の方々に信頼される学校づくりができるよう努力してまいります。 

令和 7年度の小笠原中学校の教育活動にご期待ください。どうぞよろしくお願いいたします。 

小 笠 原 村 立 小 笠 原 中 学 校 

学校だより 
学校フェイスブック 

https://www.facebook.com/ogasawara.jhs 

学校ホームページ 
https://www.ogachu.ogasawara.ed.jp 
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４年前、母島小中学校に、そして１年後、小笠原中学校に赴任し、３年が経ちました。４年間 

の校長そして小笠原の勤務でしたが、今振り返るとあっという間だったと思います。 

本校では、やはり２年目の新型コロナでの不運な修学旅行が印象に残っています。しかし、 

その時もふくめ、様々な活動や行事から、生徒たちが見せてくれたやさしさや前向きさに、 

たくさんの元気をもらいました。 

小笠原で過ごした日々は、私の人生において、最も貴重な時間だったと思います。ここで 

培った「出会い」や「思い出」を財産に、今後も何か人の役に立つような活動していきたいと 

思っています。お世話になりました。ありがとうございました。 

 

 

５年間、お世話になり、ありがとうございました。 

思えば５年前、５０分遅れのおが丸でやってきて、不安いっぱいで到着したことを今でも 

覚えています。そんな不安を消し去ってくれたのは、青灯で待っていたおが中生の笑顔でし 

た。その後も、おが中生の一生懸命な姿、明るい笑顔があったからこそ、あっという間の５年 

間だったのだと思います。また、生徒だけでなく、保護者や島民の皆様も温かく接してくだ 

さり、いつの間にか実家よりも島にいる方が落ち着くようになりました。だから、いまだに島を 

出る実感がなく、またすぐに帰ってくる気がしています。 

小笠原といえば、世界自然遺産や海と答える人が多いと思いますが、硫黄島の戦いなど 

の戦争や父島の戦跡、沖ノ鳥島や南鳥島といった国境の島など、歴史上、地政学上重要な 

場所でもあります。今後は、小笠原で暮らした一人の人として、こうした小笠原の側面も伝え 

ていきたいと思います。またいつか会える日を楽しみにして、「いってきます」。 

 

 

このたび、小笠原中学校を離れることとなり、ここにご挨拶申し上げます。６年間、皆さまと 

ともに過ごした日々は、私にとってかけがえのない時間でした。生徒たちの成長を見守り、 

共に笑い、時には悩みながら歩んだ日々は、私の人生の宝物です。また、保護者の皆さま 

や地域の方々からの温かいご支援とご協力に、心より感謝申し上げます。 

新たな環境での挑戦に向けて一歩を踏み出しますが、ここでの経験を胸に、これからも 

精進してまいります。皆さまのご健康とご多幸をお祈り申し上げ、簡単ではございますが、 

離任のご挨拶とさせていただきます。 

 

 

小笠原中学校での三年間で、小笠原でしか経験できないことをたくさん経験させてもらい、 

子供たちと共に楽しく過ごし、私自身も成長させてもらいました。島の子供たちの優しさや、 

温かさはインクルーシブ教育の土台ができており、とてもいい環境だと感じました。 

私生活でも、海で釣りやダイビング、カヤックをしたり、村の方と野球をしたりと、充実し 

た生活が送れました。三年間、お世話になりました。ありがとうございました。 

 

 



小笠原中学校の生徒の皆さん、教職員の皆さん、地域の方々、３年間温かく迎え入れていただき、あり

がとうございました。ここでの３年間は、同級生や中学生だけでなく小学生や高校生、そして島全体で子

供たちへの温かい声かけや理解があり、誰に対しても分け隔てなく優しく接してくれる環境に感動すると

ともに、私自身が助けられたと感じています。島全体がわが子のように見守り、内地に旅立っていく子ど

もたちを笑顔と涙で見送るあの光景は、これからも忘れられない大切なものにしたいと思います。 

 

 
 

 

  

雪の卒業式から２週間。少し長い２５時間余りの船旅が、生活環境を含めた激変の準備時間だったか

のようです。出迎え式での生徒の笑顔、その後到着したバナナやパパイヤの実る学校敷地、朝の鳥のさ

えずりで目覚める生活。素晴らしい時間が始まる気がしています。生徒・保護者・関係者の皆さんととも

に、さらに素敵な学校にできるよう、尽力していきます。今回、家族での赴任となりました。娘たちともども

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

はじめまして。この度、足立区立第十一中学校から異動してまいりました社会科担当の     です。自

然に囲まれた場所で働きたいという願いが叶い、今年度から小笠原中学校に着任いたしました。これま

で以上に身が引き締まる思いです。 

授業を通じて、そして学校生活のさまざまな場面で、皆さんとともに成長できることを楽しみにしており

ます。また、父島の魅力をたくさん教えていただけたら嬉しいです。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

４月から小笠原中学校に赴任しました。技術科      といいます。私は大学卒業後、不動産の営業を

1 年、建築大工を１４年勤め、その後教員になって１５年目になります。これまで経験したことを生徒の皆

さんに伝え、そしてみんなと一緒に小笠原の歴史や文化を学んでいきたいと思います。新しい生活環境

で緊張していますが、小笠原中学校での新しい生活を楽しんでいきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中学生としての第一歩～令和７年度 第５８回入学式～ 
 

令和７年４月９日（水）に第５８回入学式を行いました。新た

な決意と希望にあふれる１８名の新入生を迎えました。当日は

子供たちの入学を祝うように晴れ渡る空が徐々に拡がり、中

学生としての第一歩を気持ちよくスタートすることができまし

た。 

１  1０  

２  1１  

３  1２  

４  1３  

５  1４  

６  1５  

７  1６  

８  1７  

９  １８  

 （敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入学式 新入生誓いのことば 

 今日、私たちは小笠原中学校に入学します。私は、中学校生活を始めるうえで、意識しようと

思っていることがあります。それは、中学校に通う期間が小学生の半分だということです。学校

生活の時間が短くなるので、頑張りたいことを４つにまとめて過ごそうと思います。 

 １つめは、テストです。私は小学校の勉強が難しいと感じていました。しかし、母から「中学

校でやるテストは今までよりも自分の将来に関係してくるよ」と言われたので、中学校では勉強

を特に頑張ります。 

 ２つめは、部活動です。部活動ではサッカー部に入部し、体力をつけてロードレース大会や運

動会などで活躍したいです。 

 ３つめは、友達です。今まで関わってきた人もこれから関わる人も、みんなと積極的に関わっ

て仲のよいクラスにしていきたいです。 

 ４つめは、将来の夢についてです。私の将来の夢は歌手になり、世界中のいろいろな人に自分

の歌を届けることです。そのために英語の勉強を頑張り、音楽発表会で人前で歌うのに慣れたい

と思います。 

 以上のことを中学校生活で頑張っていく中で、周囲の人たちへの感謝の気持ちを忘れないよう

にしたいです。また、中学生として責任をもち、クラス全員で仲よく成長していきたいです。 

 最後に、私は小笠原の星や海が大好きです。中学校を卒業する頃には、小笠原の魅力を伝えら

れる人になれるように、中学校生活の中でたくさん学び、たくさん遊んで、成長していきます。 

 

 

令和７年４月９日 新入生代表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

保護者会について 

年度初めの保護者会を下記の通り実施いたします。ご多用のこととは存じますが、ご出席いただきますよう、お

願いいたします。 

日時 ： ４月１８日（金） １５時３０分 

場所 ： 【全体会】・・・・・中学校図書室    【学級懇談会】・・・各学級教室 

内容 ： 【全体会】  

○校長あいさつ（学校経営方針・教職員紹介など）   ○教育課程・年間行事 

○生活について                                ○学習について  

【学級懇談会】 

○学年経営方針            ○PTA役員選出(２・３年生のみ。１年生は入学式で行います。) 

○修学旅行保護者説明会（３年生） 

こどもまつりについて 

 今年度も生徒を対象としたボランティア活動の実践の場とするために、おまつり広場で行われる村のこどもまつり

に出店します。ご都合がつく保護者・地域の皆様はぜひお越しいただき、子供たちの活動をご覧ください。（※雨天

の場合は中止。）今年度は１・２校時に授業をした後、おまつり広場へ移動します。 

月 火 水 木 金 土 日 

  

 

１ 

 
２○入  

出迎え式 

３ ４ 

 
５○出  

 

６ 

 

７始業式 
自転車安全点検（２・３年） 

８○入  

入学式準備 

 

９ 

入学式 
 

１０ 
安全指導 
SC 勤務日 

生徒会オリエンテーション 

自転車安全点検（１年） 

１１○出  

 避難訓練 
身体計測 
役員会・委員会 

１２ 
 

 

１３ 
 

１４○入  

生徒会朝礼 
SC 勤務日 

心電図検査（1 年） 

役員会・委員会・

中央委員会 

１５ 
学校朝礼 

尿検査（一次） 

全国学力調査【理科】

（３年） 

１６ 
役員会・委員会・

中央委員会 

１７ ○出  

全国学力調査

（３年） 
SC 勤務日 

１８ 
食育講話 
役員会・委員会 
保護者会 15 時～ 

修学旅行保護者説明会 

 

１９ 
 

２０○入  

 

２１ 
６時間授業 

生徒会朝礼 

各種委員会 

PTA 新旧役員引継ぎ 

２２ 
お弁当の日 
歯科検診 
交通安全教室（1・2 年） 

中央委員会 

２３ 
尿検査（予備日） 

芝生の日 

２４ 

村学力調査 
生徒会総会リハ 

 

２５ 

こどもまつり準備 
２６○入  

こどもまつり 

２７ 

 

２８ 
６時間授業 

生徒会総会 

 

２９○出  

昭和の日 

３０ 
眼科検診 

 

    

５月の主な予定 

・５月 １日（木）…ＳＣ勤務日 尿検査【２次】   ・５月 ２日（金）…セーリング体験 内科検診 

・５月 ７日（水）～１０日（土）…学校公開     ・５月 ７日（水）…ＰＴＡ総会 

・５月 ９日（金）…避難訓練            ・５月１０日（土）…土曜授業日 

・５月１３日（火）…食育講話            ・５月１３日（火）…小笠原高校訪問（３年） 

・５月１９日（月）…ＳＣ勤務日           ・５月２０日（火）…新体育館・プール使用開始 

・５月２１日（水）…芝生の日            ・５月２２日（木）…ＳＣ勤務日 

・５月２４日（土）…ＰＴＡノロ落とし        ・５月２６日（月）…プール指導始 

・５月２９日（木）…ＳＣ勤務日           ・５月３０日（金）…外来種駆除活動（１年） 

 


